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研究成果の概要（和文）：我々は、ICタグとフードモデル、PCを組み合わせた新しい栄養教育

ツールを開発した。実際の料理を模したフードモデルに IC タグを組み込んだツール（SAT シス

テム）は瞬時に栄養価を計算し、推奨される料理の組み合わせを出力することが可能である。 
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： We introduced a new nutrition educational tool into 
community-based health classes in an urban municipality. We examined the efficacy of the 
"SAT system (IWASAKI Co., Ltd, Osaka)" nutrition education tool, which has IC tags built 
into life-sized food models and can give real time output of the nutrient intake and 
recommended intake. 
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１．研究開始当初の背景 
 平成 20 年度から特定健診がスタートし、
保険者にはメタボリックシンドロームに該
当する対象者に対して、保健指導の実施とそ
の評価・報告が義務化される。このような中、
保健指導プログラムにおける栄養指導は重
要であり、対象者に適切な料理、食品、栄養
の摂取量や役割を指導するための有効なツ
ールやプログラムの開発は急務である。しか
しながら、実際の現場で栄養指導を行ったり、
栄養に関する評価を行ったりする場合、有効
なツールやプログラムの開発はいまだ不十
分である。食事調査のゴールデンスタンダー
ドである複数日食事記録法は、記録の際に対

象者への負担が大きく、またデータの入出力
について実施する側の負担も大きい。比較的
負担が少ない食事摂取頻度調査法について
も、現在妥当性が確認されている質問票では、
項目数が多く、データは正確であるが高齢者
など対象者によっては質問票への記入自体
が負担になる場合がある。正確な評価を行う
ための調査とそのためにかかる対象者への
負担は、栄養指導を含めたプログラム自体の
実行可能性に影響を及ぼしている。 
一般に我々が食べたものの栄養素を正確に
知るためには、食品の重さを量り、食品成分
表を用いて計算しなければならない。栄養素
摂取量を計算するソフトウェアは市販され



 ているが高価であるし、誰もが PC を使いこ
なせるわけではない。加工食品などに示され
ている栄養成分表示はエネルギーと三大栄
養素、ナトリウム程度であり、生活習慣病を
予防するための情報としては不十分である。
このように、栄養情報はニーズが高いにもか
かわらず、対象者が受け取るためには多くの
バリアが存在する。結果として一般の人の栄
養に関する情報源はメディアに頼りがちに
なり、科学的根拠のない情報を基に食品を選
択せざるをえない状況がある。平成 12 年度
の国民栄養調査の結果では 50％以上がテレ
ビやラジオから栄養や食事に関する情報を
得ていることが報告されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 IC タグを組み込んだフードモデル 
 

  
２．研究の目的  

 本研究の目的は、IC タグとフードモデル、
PC（コンピュータ）を組み合わせた新しいツ
ールについて、食事調査法としての妥当性検
討、介入研究による有効性検討によって食事
調査と栄養指導を同時に行える運用方法を
開発するとともに、生活習慣病予防のための
栄養情報のユビキタス化（誰でも、いつでも、
どこでも手に入れることができる）に有用な
システムを提案することである。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
出力画面 ３．研究の方法  

  基本的なツール構成の確立を目的とし、栄
養指導・食事調査ツールとしての妥当性と最
適な運用方法を検討する。若年女性、生活習
慣病ハイリスク者、高齢者について、ツール
を用いた食事調査におけるフードモデルの
選ばせ方、種類や数、出力形式などについて
検討した。さらに、ツールの妥当性研究とフ
ードモデルに替わる新たな入力様式の検討、
完成したツールを用いた栄養指導プログラ
ムの有効性研究（介入研究）と IC タグを利
用した栄養情報の活用について検討を行っ
た。 

(2)N市の平成18年度基本健康診査において、
メタボリックシンドロームの定義に準じた
基準によりスクリーニングし、募集を行った。
参加者は前期 24 名、後期 32 名の計 56 名（男
性 18 名、女性 38 名）であった。前期では通
常行われている減量プログラムに SATを用い
て料理の組み合わせにより食事のバランス
を是正する個別栄養指導を 2回追加した。 
後期ではさらに、SAT を活用した食事バラ

ンスガイドに準じて料理の種類やサービン
グサイズ（SV）についての集団指導を 1回追
加した。参加者（56 名）の平均年齢は 58.4
±5.9（SD）歳、介入前の平均 BMI は 27.5±
2.4kg/m2 であった。介入後、体重が有意
（p<0.01）に減少（-2.2±2.3kg）した。
BMI(-0.9±0.9 kg/m2)、臍周囲径(-4.0±
3.2cm)、拡張期血圧(-3.8±7.7mmHg)、収縮
期血圧(-6.2±14.8mmHg)についても有意
（P<0.05）に改善した。また、参加者の選ん
だフードモデルの SV 数に有意(p <0.05)な減
少が見られた。 

 
４．研究成果 
(1)IC タグ、フードモデル、PC を組み合わせ
た新しい栄養指導ツール（SAT）を開発した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



一般の対象者で行った食事調査、栄養指導
の満足度調査では、SAT システムの特徴であ
るフードモデルを選ぶだけで食事調査が可
能であり、他の調査法と比較しても対象者に
かかる時間的、心理的負担が少ないことが示
唆されており、食事調査ツールとして有用で
あると考えられた。 

スコアが高いほど望ましい食行動を示すア
ンケートでは、満腹感覚、食事内容に関する
スコアが有意（P<0.05）に改善した。SAT を
用いて料理の組み合わせにより食事バラン
スの是正を図る指導方法は、参加者の興味を
喚起し、減量プログラムの有効性に寄与した
と考えられた。 

  
５．主な発表論文等 （3)24 時間思い出し法を想定した秤量法に

よる食事調査と、SAT システムによる食事調
査を組み合わせた妥当性研究では、SAT と秤
量法との問に有意な相関関係が得られ、
Pearson の相関係数はそれぞれエネルギー
(r=0.65) 、 た ん ぱ く 質 (r=0.56) 、 脂 質
(r=0.63)、炭水化物(r=0.77)、ナトリウム
(r=0.40)であった。 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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を用いた新しい栄養指導ツールによる食事
調査の妥当性―秤量法 1 日分との比較―、 
第56回日本栄養改善学会学術集会、2009年、
北海道  

  
同様に 3日間の秤量法との比較でも、食事

調査用ツールとして使用できる程度の相関
係数が得られたことから、フードモデルの種
類、数、調査方法などについてはマニュアル
が作成できた。一方で、フードモデルの選択
の仕方、代用などについては栄養士などの専
門職のサポートにより調査の精度が向上す
ることも示唆されており、今後の課題が明ら
かになった。 
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本栄養改善学会学術集会、2009 年、北海道  
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内藤義彦、地域におけるフードモデルとICタ
グを用いた新しい栄養指導ツールによる料
理選択型栄養教育の有効性、第 55 回日本栄
養改善学会学術集会、2008 年、神奈川県 
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